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は
じ
め
に

　
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、持
続
可
能
な
林
業

を
確
立
す
る
上
で
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
造

林
コ
ス
ト
の
低
減
等
を
目
的
と
し
て
、熊く

ま
も
と本

南な
ん
ぶ部

森
林
管
理
署
管
内
に
「
低
コ
ス
ト
造
林

実
証
団
地
（
次
世
代
造
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

（
以
下
「
実
証
団
地
」と
い
う
。）を
平
成
28
年

度
に
関
係
機
関
等
と
連
携
し
設
定
し
ま
し
た
。

試
験
地
設
定
の
背
景

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
背
景
と
し

て
、
木
材
価
格
の
低
迷
等
に
よ
り
山
元
に
還

元
で
き
る
資
金
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
激
増
し
、
再

造
林
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、当
実
証
団
地
に

お
い
て
関
係
機
関（
宮
崎
大
学
農
学
部
、国
立

研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所（
九
州
支
所

及
び
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
））、九

州
森
林
管
理
局
が
連
携
し
、平
成
29
年
３
月
よ

り
低
コ
ス
ト
造
林
等
を
目
指
し
た
試
験・研
究

と
そ
の
成
果
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
証
団
地
の
概
要

　
実
証
団
地
の
設
定
場
所
は
、
熊
本
県
人ひ

と
よ
し吉

市し

に
所
在
す
る
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
管
内

の
西に

し
う
ら浦
国
有
林
で
（
図
１
）、
苗
サ
イ
ズ
や
樹

種
、
品
種
、
植
栽
密
度
等
の
条
件
に
よ
り
Ａ

か
ら
Ｋ
ま
で
11
の
ゾ
ー
ン
（
試
験
区
）
に
分

け
、
九
州
森
林
管
理
局
が
単
独
で
実
施
す
る

試
験
地
や
各
林
業
研
究
機
関
が
共
同
し
て
取

り
組
む
試
験
地
（
図
２
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
に
つ
い
て
毎
年
度
４
月
に
経
過
報

告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
さ
ら

に
、
当
実
証
団
地
の
取
組
を
広
く
民
有
林
等

へ
普
及
す
る
た
め
積
極
的
に
視
察
等
（
写
真

２
）
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
、

17
団
体
、
約
４
０
０
名
の
民
有
林
等
関
係
者

が
訪
れ
、
今
年
度
は
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
き
、
林
業
経
営
者
等
を
対
象
に
現
地
検

討
会
を
こ
れ
ま
で
に
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、こ
の
実
証
団
地
の
中
の
Ａ
ゾ
ー
ン

（
獣
害
対
策
比
較
ゾ
ー
ン
）に
お
け
る
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
図
３
）。

　
こ
の
試
験
地
で
は
、
ト
ー
タ
ル
的
な
低
コ

「管内概要」
　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所
在する森林の約２割（約54万 ha）に相当
する国有林の管理経営を担っています。
　九州の国有林は、九州中央山地から
雲
うんぜん
仙、阿

あ そ
蘇、九

くじゅう
重、霧

きりしま
島、桜

さくらじま
島といった火

山地帯、対
つしま
馬や五

ごとう
島、屋

や
久
くしま
島、奄

あま
美
み
、南西

諸島といった離島まで、南北約1,200㎞の
広範囲に分布しており、多様な森林生態系
を有しています。
　また、九州は温暖多雨な環境下のため、
スギやヒノキの生育にも恵まれており、
日
ひ た
田や小

おぐに
国、球

く ま
磨、飫

お び
肥などの歴史的にも

有名な林業地が発展してきた地域でもあり
ます。
　森林技術・支援センターでは、森林の有する公益的機能発揮等に対する国民の要請に対応しつつ、
民有林経営への普及を念頭に林業の低コスト化等に向けた技術開発等の推進に努め、地域林業の振
興に寄与することとしています。

九
州
森
林
管
理
局　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

持
続
的
な
森
林
経
営
に
向
け
た
低
コ
ス
ト
造
林
へ
の
取
組

～
目
指
せ
下
刈
り
ゼ
ロ
～

取 組
国有林野事業の

福岡県福岡県

佐賀県佐賀県

長崎県長崎県

鹿児島県鹿児島県

宮崎県宮崎県

沖縄県沖縄県

大分県大分県

熊本県熊本県
九州森林管理局

森林技術・
支援センター

鹿児島県鹿児島県

局の基礎
データ

所 在 地 熊本県熊本市西区京町本丁 2 番 7 号
区 域 面 積 	419 万 ha うち森林面積 277 万 ha
国有林面積 	 54 万 ha
管 轄 区 ８県（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）

造
林
コ
ス
ト
低
減
へ
の
取
組
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ス
ト
造
林
を
実
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

低
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
獣
害
対
策
の
検
証
と
、

ス
ギ
中
苗
（
苗
高
70
～
１
０
０
㎝
程
度
の
苗

木
）
を
使
用
し
た
下
刈
り
回
数
の
削
減
の
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
獣
害
対
策
と
し
て
、
３
種
類
の
単
木
保
護

資
材
（
生
分
解
性
の
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
、

チ
ュ
ー
ブ
型
の
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
、
ネ
ッ

ト
タ
イ
プ
）
を
設
置
し
、
比
較
・
検
証
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
苗
木
に
つ
い
て
は
コ

ン
テ
ナ
中
苗
と
裸
普
通
苗
の
特
定
母
樹
を
そ

れ
ぞ
れ
使
用
し
、
原
則
「
無
下
刈
り
」
に
よ

り
そ
の
成
長
状
況
を
比
較・検
証
し
て
い
ま
す
。

試験地の概要
・面 積：10.58ha
・標 高：約 500m
・前生樹：ヒノキ
・地位等級：13等級
・傾 斜：緩
・土 性：葡

ほ こ う ど

行土
・方 位：北西

試験地の特徴
①	九州自動車道人吉 IC より

15km（約 40 分）。
②	事業地まで舗装済。中型バ

ス可。駐車場有。
③	その他次代検定林、コウヨ

ウザン試植箇所等も併設。
様々な試験区としてだけでな
く、団地化することで民国含
めた各種の研修や視察箇所と
してのフィールドの付加価値
も併せ持つように設定。

主な苗木

熊本県人吉市上
かみながのまち

永野町
西浦国有林21ろ林小班
（熊本南部森林管理署管内）

Ａゾーンの全景 単木保護資材の種類

た
試
験
地
と
し
て
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

九
州
管
内
で
唯
一
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、各
課
題
の
試
験・
研
究
の
成
果
が

徐
々
に
現
れ
て
く
る
状
況
で
あ
り
、得
ら
れ
た

成
果
等
を
広
く
民
有
林
に
情
報
公
開
し
、低
コ

ス
ト
高
効
率
施
業
の
普
及・定
着
を
目
指
す
こ

と
に
よ
り
、持
続
可
能
な
林
業
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
試
験
地
を
設
定
し
て
３
年
目
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、特
定
母
樹
ス
ギ
中
苗
の
使
用
に
よ

り
シ
カ
の
食
害
を
回
避
で
き
る
高
さ（
１
５
０

㎝
）を
２
年
目
で
上
回
り
、現
在
で
は
ス
ギ
の
樹

形（
形
状
比
）も
安
定
し
順
調
な
生
育
を
し
て
お

り
、特
定
母
樹
の
ス
ギ
中
苗
と
単
木
保
護
資
材

の
併
用
に
よ
り
、下
刈
り
ゼ
ロ
の
入
口
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す（
写
真
３
）。

最
後
に

　
こ
の
実
証
団
地
は
比
較
的
交
通
の
便
も
よ

く
、
造
林
・
保
育
の
各
課
題
に
対
応
し
た
試

験
を
各
林
業
研
究
機
関
等
が
共
同
で
設
定
し

写真１

図１

図 2

図 3 写真 2
写真 3

低コスト造林実証試験地の概要

実証試験地内の各ゾーンの配置図

A獣害対策比較ゾーンの
試験内容

平成31年度経過報告会の様子

林業事業体の現地視察の様子
A獣害対策比較ゾーン
のスギ3年生植栽木

H29.9撮影

D 低密度
植栽ゾーン

E パッチ
ゾーン

J 次代検定
林ゾーン

B コンテナ苗・従来
苗比較ゾーン

G 天然活力
ゾーン C 従来型

植栽ゾーン

I ペーパー
ポットゾーン

A 獣害対策
比較ゾーン

K 単木保護資材
と下刈の組合せ
効果検証ゾーン

H 早生樹ゾーン

F 高刈りゾーン

C 内
隔年下刈り

ゾーン

ツリーシェルター
（チューブ型）

ツリーシェルター
（生分解性）

ネットタイプ

スギ
中苗

スギ
新品種 早生樹
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